
愛知県内の自治体のうち「入所要件を決めている」が98％(53市町村)、「入所要件を決めていない」が2％(1
市町村)となっています。特に入所に関して、優先的な取り扱いがあるかについては（図1 ）、66%(33市町村)で
「ある」と回答しています。(2020年度・2021年度同じ)優先的な取り扱いの種類として一番多いのは「ひとり親家
庭」が26市町村で前年度と増減はありません。33市町村のうち、26市町村が優先的な取り扱いとしており（図2）、
愛知県内では48％の自治体が優先的な取り扱いとして定めています。
また、保育料の軽減措置については（図3）、県内で約半数の軽減措置がはかられています。しかしながら、軽

減額が詳細にはわかっておらず、軽減措置の種類により、全額免除になるものもあれば、一部免除というケース
もあります。独自施策事業として、ひとり親家庭の保育料減免助成を取り入れている地域もあります。（名古屋市、
豊橋市など）

2021年と2022年の2年かけた取り組み「一人ひとりの声を国と自治体に届けよう」は、いよいよラストスパート
の時期になりました。１つひとつの課題を深掘りし、実態を明らかにして、国や市町村へ伝えていく取り組み、学び
を深める取り組みの最後は、「ひとり親世帯」についてをテーマにあげていきます。

愛知学童保育連絡協議会
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「ひとり親家庭の学童保育の利用」について

Vol.５
（2022.１２～2023.1）

ひとり親家庭の入所に関する優先的な扱いや保育料の軽減について愛知の現状は？
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子どもが5人いる学童14年目の現役保護者です。利用料の負担は軽く
ありませんが、ひとり親家庭や他の減免もあり、学童を利用してきました。
父がいないので、学童のお父さんが分け隔てなく、褒めたり、叱ったりし
てくれたのは、ありがたかったです。

子どもにとって、学校ではできない経験をさせてもらえる場で、仲間同士の絆も
強くなりました。親同士の絆も強かったので、私も、子育てだけではない色んな悩
みを相談できました。学童を利用できたことで、働く以外にも、子どもも私もたくさ
ん助けられました。（名古屋市・現役保護者）

みなさんの声は、Googleフォームを用いて集約します。画像を
クリックするか、上記をクリックして、フォームより入力ください。

みなさんの声をおまちしています
一人ひとりの声で、これからの学童保育の未来をつくりましょう。

お問い合わせ：
愛知学童保育連絡協議会

〒４５６－０００６ 名古屋市熱田区沢下町９－７－３０８
TEL 052-872-1972
Email aichigakudou@gakudou.biz

一人ひとりの声を届けてみましょう！

説明動画

YouTubeの説明動画です
ぜひご視聴ください。

一人ひとりの声はこちらからお寄せください。
（google forms)

お1人何回でも投
稿可能です。

「ひとり親家庭の学童保育の利用」に関しての現状と課題

学童保育という居場所が、ひとり親家庭にとっては就労支援以外にも、学童保育での
生活が子どもの育ちに繋がる、親にとっても一人ぼっちの子育てにならないなど、非常
に大切な役割を果たしていると思われます。

しかし、ひとり親家庭は、雇用状態が不安定であったり、低所得であることも多く、学
童保育を利用したくても利用料が高くて入れない、希望さえもできないという現状が
隠れていると考えられます。
また、近年は新型コロナ、物価高騰の影響も受け、利用料の負担がより大きくのしか

かっている家庭もあるのではないでしょうか。保育料の軽減措置も、その詳細は自治体
によって異なり、利用や希望のしやすさにも違いがあると考えられます。どこに住んで
いても同じ水準で利用できるようにしていくことが求められます。

ひとり親家庭で、学童保育を利用していた・利用している方の声

一人ひとりの声を国や自治体に届けよう！最後のまとめ

2021年度から取り組んできた「一人ひとりの声を国や自治体に届けよう！」の取り組みは、2023年1月31日を
もって投稿フォームを終了とさせていただきます。現場の声は、学童保育をよりよくしていくための重要な声で
す。この取り組みは終了しますが、現場の声を届けることは、学童保育の充実につながる一歩になり得ます。引
き続き、お住まいの地域に連絡協議会がある場合は、そちらへお届けいただき、連絡協議会がない場合は下記
のお問い合わせ先までお問い合わせください。今後届いております最終的な声につきましては、全国、県担当課、
各自治体へお届けしていきます。 2年かけて、現場の声を沢山お寄せいただきありがとうございました。

https://forms.gle/kmFu3dYDJAacECiX7
http://gakudou.me/
https://instagram.com/aichigakudouhoiku?r=nametag
https://twitter.com/aichigakudou
https://youtu.be/8OBN9NGxqXY
https://youtu.be/yAqy_wEV1dU
https://forms.gle/kmFu3dYDJAacECiX7
https://forms.gle/kmFu3dYDJAacECiX7

